
　手術、ケガによる傷跡がひきつれて痛い、動かしにくい、外

見が気になるといった症状で困っていませんか？手術したの

だから、これくらい当たり前だと思っていませんか？

　当院では、ステロイド

のシール、圧迫や固定、

さらには手術や放射線

照射などで治療するこ

とが可能ですので、お

気軽にご相談ください。

“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の情報誌です。
院内の広報委員で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院各部門のスタッフ
それぞれから原稿を集め誌面を制作しています。

トマト缶でつくるバターチキンカレートマト缶でつくるバターチキンカレー
調理師
おすすめ

〒918-8501 
福井県福井市月見2丁目4番1号
TEL.0776-36-3630㈹　
FAX.0776-36-4133

福井赤十字病院

人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理念

基本方針

傷跡についてお悩みではありませんか？

今月の表紙

エネルギー・・・・・・・・447kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・18g

脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11g
炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・65g
塩分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.2g

栄養量（ご飯150g含む）

088vol.

福井赤十字病院広報誌

令和7年1月発行

Japanese Red Cross Fukui Hospital

担当：調理師 阪本勝広

　カレーの具としてジャガイモは定番ですが、エネルギー量や炭水化物量が気

になりますよね。そこで、代わりにトマト缶を使ってルーや油の量を減らしエネ

ルギーを抑えました。また、鶏肉をヨーグルトで揉み込むことにより柔らかく

食べやすくなります。シンプルな材料を使って、短時間で作ることが出来ます

のでぜひ作ってみてください。

　エネルギー制限のある方も、家族みんなで美味しいカレーを食べていただけ

ると嬉しいです。

❶玉ねぎはみじん切りにする。

❷鶏もも肉は一口大程度に切り分ける。

❸ボウルに鶏もも肉と無糖ヨーグルトを入れてよくもみ込む。

❹鍋に玉ねぎ、おろしにんにく/生姜を入れて弱火で10分程度炒める。
　※油を使っていないのでテフロン加工の鍋だと焦げ付きにくいです。

❺水、コンソメ、トマト水煮缶と③の鶏肉をヨーグルトごと入れる。
　沸騰したら15～20分ほど弱火で煮込む。

❻一旦火を止め、カレールーを入れてよく混ぜ、弱火で煮込む。

❼仕上げにバターを入れ、余熱で火を通せば出来上がり。

作り方

広報に関する
ご意見、ご感想を
お待ちしています。

HP 読者アンケート

眼瞼下垂について眼瞼下垂について
教えてドクター【消化器内科】
能登半島大雨災害救護活動について
体・病院の素朴な疑問に答えます
新規導入 医療機器の紹介
院外処方せんの有効期限切れ、紛失にご注意を
訪問看護車両を整備しました
～創立100周年にむけて～福井赤十字病院 HISTORY Vol.4
調理師おすすめレシピ

教えてドクター【消化器内科】
能登半島大雨災害救護活動について
体・病院の素朴な疑問に答えます
新規導入 医療機器の紹介
院外処方せんの有効期限切れ、紛失にご注意を
訪問看護車両を整備しました
～創立100周年にむけて～福井赤十字病院 HISTORY Vol.4
調理師おすすめレシピ

材料（2人分）

鶏もも肉（皮なし）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120g（小1/2枚）
無糖ヨーグルト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40g
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2個
おろしニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
おろし生姜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
トマト水煮缶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100g（1/4缶）
水・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100cc
コンソメ(粉末)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
カレールー(固形)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g（約1個分）
バター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g（切れてるバター1個分）

ご自由に
おとりください。

地域の音楽講師6名の方を招き、トーンチャ
イムで全6曲を披露。患者さんたちは、素敵
な音色を楽しんでいました。また、医療スタッ
フも「きよしこの夜」の演奏に参加しました。

開催報告（クリスマスイベント）
福井赤十字病院市民公開講座 緩和ケア病棟でのクリスマス会
●日時：令和7年3月9日（日）
●講演：「変形性関節症～そのまえにできること、なった
　　　　あとに選べること～」
●場所：福井県繊協ビル10F（福井県福井市大手3-7-1）
●演者：①整形外科部長 石川正洋
 ②リハビリテーション科部
 　理学療法士 井元信彦
※詳細は院内掲示板および当院HPにてご確認
　ください。

●日時：令和6年12月18日（水）

第69回キャンドルサービス
●日時：令和6年12月20日（金）

　療養されている
患者さんの一日も
早い回復をとの願
いを込め、職員が
キャンドルを持ち
クリスマスソング
を歌いながら病棟
を巡回しました。

新年のご挨拶新年のご挨拶

申込フォーム

イベントのご案内

お好みで調整



ミューラー筋

眼瞼挙筋

眼輪筋

挙筋腱膜

瞼板

眼窩脂肪

眼窩隔膜

形成外科部長

岡本 仁

　
「
若
い
頃
は
意
識
せ
ず
目
を
開
け
て
い
た
の

に
、
最
近
開
け
づ
ら
い
」「
鏡
を
見
る
と
、
お

で
こ
に
し
わ
が
寄
っ
て
い
る
」そ
ん
な
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
が「
眼
瞼
下
垂
」で
す
。

　

特
に
黒
目
の
真
ん
中
の
瞳
孔
と
い
う
光
が

入
る
部
分
に
、
ま
ぶ
た
が
か
ぶ
さ
っ
て
く
る

と
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
写
真

を
撮
る
時
に
、
指
が
レ
ン
ズ
を
ふ
さ
ぎ
邪
魔

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
？
そ
れ
と
似

て
い
ま
す
。
も
う
少
し
詳
し
く
書
く
と
、
ま

ぶ
た
を
上
げ
る
筋
肉
が
加
齢
な
ど
で
弱
く
な

り
、
そ
れ
で
も
目
を
開
け
よ
う
と
頑
張
る
た

め
、
お
で
こ
に
し
わ
を
寄
せ
て
眉
毛
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
肩

こ
り
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

眼
瞼
下
垂
は
手
術
で
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
、
手
術
方
法
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。①

ま
つ
毛
の
数
ミ
リ
上
を
切
開
し
て
ま
ぶ
た

を
上
げ
る
筋
肉
を
引
き
締
め
つ
つ（
図
1
）、

余
っ
た
皮
膚
を
５
〜
６
ミ
リ
の
幅
で
切
除

す
る（
図
2
）。②
筋
肉
は
そ
れ
ほ
ど
弱
っ
て

な
い
が
、
皮
膚
の
た
る
み
が
目
立
つ
場
合

は
、
眉
毛
の
下
で
１０
ミ
リ
以
上
の
幅
で
皮

膚
を
取
り
除
き
、
ま
ぶ
た
の
重
み
を
軽
く

し
ま
す（
図
3
）。③
筋
肉
が
弱
っ
て
い
て
引

き
締
め
て
も
ま
ぶ
た
が
上
が
ら
な
い
時
は
、

眉
毛
を
上
げ
る
筋
肉
と
ま
ぶ
た
を
糸
や
筋

膜
で
つ
な
い
で
、
眉
毛
を
上
げ
る
と
同
時

に
ま
ぶ
た
が
開
く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ど
の
手
術
方
法
を
選
択
す
る
か
は
、
診

察
や
検
査
を
し
つ
つ
相
談
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
片
方
の
目
だ
け
手
術
を
す
る

と
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
、
左
右
両
方
の
手
術
を
お
勧
め
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
な
お
、
こ
れ
は
加
齢

な
ど
で
筋
肉
が
弱
っ
た
場
合
で
す
。
生
ま

れ
つ
き
ま
ぶ
た
を
上
げ
る
筋
肉
が
弱
い
お

子
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
弱

視
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
つ
つ
、
時

期
が
来
た
ら
、
筋
肉
の
動
き
を
確
認
し
な

が
ら
筋
肉
を
引
き
締
め
た
り
、
糸
や
筋
膜

で
眉
毛
を
上
げ
る
筋
肉
と
連
結
さ
せ
る
こ

と
で
目
を
開
け
や
す
く
し
ま
す
。

医療

【手術前】 【手術後】

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
な
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
本
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
際
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
永
き
に
わ
た
り
当
院
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
に
改
め
て
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
て
、
持
続
可
能
な
診
療
機
能
強
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
沈
静
化
を
迎
え
、
令
和
５
年
に
５

類
感
染
症
と
な
り
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
院

内
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
、
同
時
に

で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
日
常
診
療
を
行
え

る
よ
う
継
続
的
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
未
知
な
る
新
興
感
染
症
に
対

し
て
も
対
応
す
べ
く
院
内
施
設
の
改
修
を
計

画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
院
の
求
め
ら
れ
る
医
療
は
、
例
え
ば
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
や
24
時
間
／
３
６
５
日
い

つ
で
も
最
新
の
治
療
が
行
え
る
脳
卒
中
に
対

す
る
加
療
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
高
度
な
診
療

で
す
。
急
性
期
の
診
療
、
救
急
診
療
、
が
ん

診
療
、
外
科
手
術
、
入
院
診
療
に
一
層
注
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

外
来
患
者
さ
ん
の
数
を
20
％
程
度
減
ら
す
こ

と
を
目
指
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
現
在
約

10
％
の
減
少
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
病
状
の

安
定
し
た
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
に
ご
紹
介

を
推
進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
よ
り
外
来
に
お
け
る
院
外
処

方
せ
ん
の
発
行
を
本
格
的
に
稼
働
さ
せ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
院
の
薬
剤
師

は
、
よ
り
緊
密
に
入
院
中
の
患
者
さ
ん
と
向

き
合
え
る
体
制
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う

な
体
制
の
改
革
に
よ
っ
て
、
外
来
で
の
待
ち

時
間
の
短
縮
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
革
に
伴
い
、
ご
不

便
や
ご
不
安
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
当
院
の
役
割
と
機
能
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
　
2
0
2
5
年
（
令
和
7
年
）
　
院 

長
　
小
松 

和
人

2025年（令和7年）

謹賀新年

（図1）挙筋前転法目の断面図

二重のラインでの皮膚切除（図2）

眉毛の下での皮膚切除（図3）

眼
瞼
下
垂
に
つ
い
て

が
ん　

け
ん　

か　

す
い

23 23



消化管の早期がんに対する治療法ってどんな
ものがあるの？　ここでは内視鏡治療の一つで
ある「ESD」について専門医がご紹介します。

教えてドクター

Q&A
《 消化器内科 》

消化器内科副部長

西山 悟

ESDってなんですか？Q.

　ESDは「内視鏡的粘膜下層剥離術(endoscopic 

submucosal dissection)」の略です。

　消化管の早期がんに対する、内視鏡(胃カメラ・

大腸カメラ)治療の1つです。

　この治療では、病変の周りを電気メスで切開し

ながら、病変の下の層（粘膜下層）を剥離し、病変

をひとつの塊として切り取ります（一括切除）。鎮静

剤で寝ている状態で治療が行われるため、患者さ

んは、痛みやつらさは感じません。治療後の苦痛も

ほとんどなく、1週間程度の入院となります。ただ

し、多少の食事制限は必要です。

A.

どんな合併症やリスクがありますか？Q.

　胃カメラや大腸カメラ、電気メスを体の中で使

用するので、穿孔(腸に穴が開くこと)、治療中や治

療後しばらくしてからの出血などがあります。ま

た、鎮静剤などの影響で、血圧が下がりすぎたり、

呼吸が弱くなったりするリスクがあります。まれで

すが、肺炎や血栓症（血液の塊ができて、心臓や脳

の血管に詰まる病気）にも注意が必要です。

　治療決定前に、担当医とよく相談しましょう。

A.

がんを治せますか？Q.

　治療で切り取った病変（標本）の断面を顕微鏡

で観察し、病気の進み具合を判定（病理診断）し

ます。当院では、消化器内科、消化器外科、病理診

断科の医師が参加するカンファレンスでも判定

を確認しています。その結果をもとに、「治った」

や「追加の治療が必要」といった判断を行い、最

終的には患者さんと相談してその後の方針を決

めます。

A.

消化管の早期がんに対するE SDについて

能
登
半
島
大
雨
災
害
救
護
活
動
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
は
福
井
豪
雨
を
憶
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方

は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
豪
雨
災
害
が
、
地
震
の
復
興
途
上
に

あ
る
能
登
半
島
を
襲
い
ま
し
た
。
当
院
か

ら
は
、
医
療
救
護
班
１
班
、
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
班
２
班
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
を
訪
ね
る
と
、
皆
さ
ん
口
々
に

「
地
震
の
方
が
マ
シ
や
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

水
は
（
泥
と
一
緒
に
）
家
の
隅
々
ま
で
入

り
込
ん
で
き
て
な
か
な
か
掻
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
乾
燥
す
る
と

砂
埃
に
な
り
、
臭
い
も
強
烈
で
す
。
感
染

の
観
点
か
ら
も
消
毒
が
必
要
で
す
。

　

地
震
で
仮
設
住
宅
に
移
っ
た
の
に
、
そ

の
仮
設
住
宅
が
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
方
も

お
ら
れ
、
二
重
三
重
の
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
市
民
だ
け
で
は
な
く
、
地

震
・
水
害
と
続
き
、
行
政
に
携
わ
る
方
々
も

疲
労
困
憊
し
て
い
ま
し
た
。
被
災
地
の
方

に
は
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
身
体
的
ケ
ア
に
加

え
、
心
理
的
な
ケ
ア
の
二
つ
の
支
え
が
必

要
で
す
。

　

今
回
私
た
ち
は
、
被
災
者
は
も
ち
ろ
ん
、

行
政
・
公
的
機
関
の
方
々
を
対
象
に
「
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
」
を
重
点
に
活
動
し
ま
し
た
。
一
日
で

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
は「
災
害
拠
点
病
院
」に
指
定
さ
れ

て
お
り
、災
害
時
に
は
多
く
の
傷
病
者
を
受

け
入
れ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、あ
ら
ゆ
る
事
態

を
想
定
し
、備
え
の
拡
充
や
見
直
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、入
院
中
の
患
者
さ
ん
の
３

日
分
の
食
事
、職
員
の
３
日
分
の
食
料
の
ほ

か
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
に
備
え
、各
病
棟
に

飲
料
水
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。停
電
時
、生

命
維
持
に
必
要
な
医
療
機
器
を
動
か
す
た

め
に
３
日
分
の
燃
料
を
備
蓄
し
て
い
る
ほ

か
、ト
イ
レ
が
使
え
な
い
時
の
た
め
の
簡
易

ト
イ
レ
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、物
資
の
備
え
だ
け
で
な
く
、傷
病

者
の
受
け
入
れ
訓
練
を
毎
年
実
施
し
、受
け

入
れ
手
順
や
搬
送
ル
ー
ト
を
実
際
に
動
い

て
確
認
し
、改
善
す
べ
き
点
が
な
い
か
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
院
内
だ
け
で

な
く
、県
や
市
町
の
防
災
訓
練
に
も
救
護
班

と
し
て
参
加
し
、地
域
で
の
救
護
活
動
の
動

き
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
有
事
の
際
に
も
地
域
を
支
え

る
病
院
を
目
指
し
て
、災
害
対
策
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　主に、早期に発見された、食道、胃、大腸のがん

に対して行います。

　大きく（深く）進行しているがんは、手術、抗がん

剤、放射線治療などを行いますが、それらの治療

は、一般的にESDより体への負担が大きく、治療期

間が長くなる傾向があります。がんは早期発見が

重要ですので、健康診断や人間ドックを定期的に

受けましょう。

A.

Q.どんな病気で選択されますか？

体下部後壁,0-IIa 周囲粘膜切開

粘膜下層剥離 剥離終了

病
院
の
災
害
の
備
え
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

体
・
病
院
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
ま
す

輪島市役所リフレッシュルームでのこころのケア活動の様子

令和6年11月2日に開催された災害対応訓練の様子
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福
井
赤
十
字
病
院
は
２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）４
月
に
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
前
号
で
は
１
９
７
５
年

（
昭
和
50
年
）〜
２
０
０
０
年（
平
成

12
年
）を
振
り
返
り
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）か

ら
現
在
に
至
る
２
０
２
4
年（
令
和

6
年
）ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
代
に
入
り
病
院
は
現

在
に
至
る
組
織
体
制
・
建
物
が
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
２
０
０

１
年（
平
成
13
年
）に
総
務
課
内
に

あ
っ
た
病
診
連
携
室
を
地
域
医
療
連

携
室
と
し
て
再
編
し
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
２
０
０
４
年（
平

成
16
年
）に
は
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え

た
現
在
の
本
館
が
完
成
し
、
２
月
24

日
〜
25
日
に
開
催
し
た
地
域
住
民
の

方
を
招
い
た
内
覧
会
に
は
県
内
各
地

か
ら
約
１
，
１
０
０
名
の
方
が
訪
れ
、

治
療
ス
ペ
ー
ス
や
病
棟
を
見
学
さ
れ

た
こ
と
が
２
月
25
日
付
の
福
井
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
月
28
日

〜
３
月
１
日
に
か
け
て
医
療
機
器
の

移
転
作
業
、
３
月
６
日
〜
７
日
に
入

院
患
者
さ
ん
の
移
動
を
行
い
、
３
月

８
日
か
ら
本
館
で
の
入
院
・
外
来
業

務
が
開
始
さ
れ
る
の
と
同
時
に
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

病
院
開
院
か
ら
90
年
を
迎
え
た
２

０
１
５
年（
平
成
27
年
）４
月
に
は
、

先
進
中
央
棟
が
完
成
。
広
々
と
し
た

空
間
で
明
る
い
日
差
し
が
差
し
込
む

化
学
療
法
室
や
、
患
者
さ
ん
の
身
体

に
優
し
い
放
射
線
治
療
装
置

「
V
e
r
o
4
D
R
T
」、「
V
i
t
a
l

B
e
a
m
」が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
人
工
透
析
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
、

透
析
装
置
の
増
設
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）２
月
に

は
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
d
a 

V
i
n
c
i 

X
i（
ダ
ビ
ン
チ
）」シ

ス
テ
ム
を
前
立
腺
が
ん
手
術
に
対
し

て
導
入
。
そ
の
後
、
腎
が
ん
、
膀
胱

が
ん
と
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
２
０

１
８
年（
平
成
30
年
）７
月
に
は
、
福

井
県
で
は
初
と
な
る
胃
が
ん
手
術
、

同
年
10
月
に
は
直
腸
が
ん
手
術
を
実

施
、
そ
れ
以
降
も
肝
が
ん
、
肺
が
ん

と
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
対
象
疾
患

を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
代
は
地
震
や
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
が
増
加
し
、
医
療
救

護
班
、
D
M
A
T
の
出
動
も
増
加
し

て
い
き
ま
す
。
本
館
完
成
直
後
の
２

０
０
４
年（
平
成
16
年
）７
月
福
井
豪

雨
で
は
足
羽
川
の
堤
防
が
決
壊
、
当

院
は
救
急
車
や
防
災
の
ヘ
リ
等
で
搬

送
さ
れ
た
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
と

と
も
に
、
避
難
所
に
避
難
で
き
な

か
っ
た
２
０
０
名
を
超
え
る
住
民
の

方
々
を
病
院
内
に
受
け
入
れ
、
食
料
・

毛
布
の
提
供
を
日
本
赤
十
字
社
福
井

県
支
部
と
協
力
し
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
孤
立
集
落
へ
の
巡
回
診
療
や
復

旧
作
業
に
対
し
て
の
医
療
援
助
を
行

い
、
８
月
８
日
ま
で
に
職
員
延
べ
２
１

２
名
が
救
護
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
井
豪
雨
以
降
も
２
０
０
６
年（
平

成
18
年
）10
月
の
新
潟
中
越
地
震
、
２

０
１
１
年（
平
成
23
年
）３
月
の
東
日

本
大
震
災
、
２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）

4
月
の
熊
本
地
震
、
２
０
２
２
年（
令

和
４
年
）７
月
の
南
越
前
町
豪
雨
、
２

０
２
４
年（
令
和
６
年
）１
月
の
能
登

半
島
地
震
、
９
月
の
能
登
半
島
大
雨

な
ど
の
災
害
に
対
し
て
医
療
救
護
班
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
班
な
ど

の
派
遣
を
行
い
、
被
災
地
で
の
医
療

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

２
０
１
９
年（
令
和
元
年
）12
月
初
旬

に
世
界
初
の
感
染
者
報
告
が
あ
り
、
２

０
２
０
年（
令
和
2
年
）２
月
16
日
に

国
内
で
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以

降
、
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。
当
院
で

は
、
同
年
３
月
25
日
に
福
井
県
内
で
２

例
目
の
患
者
さ
ん
が
、
当
院
1
例
目
の

患
者
と
し
て
入
院
し
、
治
療
に
あ
た
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
患
者
の
受
け
入
れ
と
通
常
診
療
を
両

立
し
て
い
ま
す
。

　
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
病
院
の
開
院
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
１
０
０
年
を
振

り
返
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
当
院
は

「
結
ぶ
き
ず
な 

地
域
と
と
も
に
」を
胸

に
次
の
１
０
０
年
も
地
域
の
保
健
・
医

療
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
職
員
一

同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【参考】福井赤十字病院広報誌ほやほや第7号・第8号・第11号・第51号・第57号、福井赤十字病院創立90周年記念誌、
　　　福井赤十字病院年報第30巻（令和元年度）、2004年（平成16年）2月25日付福井新聞「1100人新館に興味津  々福井赤十字病院で内覧会」　

福井豪雨福井豪雨

病院全景（現在）病院全景（現在）

　

狭
心
症
は
、
心
臓
の
筋
肉
に
血
液
を
行
き
渡

ら
せ
る
冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
で
狭
窄
し
て
、
一

時
的
に
心
筋
が
血
液
・
酸
素
不
足
に
陥
っ
て
（
虚

血
が
生
じ
て
）、
胸
の
痛
み
や
圧
迫
感
を
引
き
起

こ
す
病
気
の
こ
と
で
す
。
最
も
確
実
な
診
断
方

法
に
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
は
、
手
首
や
足
の
付
け
根
の

動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
冠
動
脈

に
造
影
剤
を
注
入
し
て
狭
窄
の
程
度
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
は
冠
動
脈
の
形
態
評
価
（
見
た
目
の
狭
窄

の
程
度
）
に
は
優
れ
た
診
断
方
法
で
す
が
、

そ
の
狭
窄
に
よ
り
実
際
に
心
臓
の
筋
肉
に
血

液
や
酸
素
不
足
が
生
じ
て
い
る
か
否
か
（
虚

血
の
有
無
）
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
で
の
虚
血
の
評
価
の
た
め
に

は
、
冠
動
脈
内
に
特
殊
な
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
挿
入
し
、
薬
剤
を
使
用
し
て
、
冠
血
流
予

備
量
比
（
Ｆ
Ｆ
Ｒ
）
と
い
う
指
標
を
測
定
す

る
追
加
の
検
査
が
必
要
で
す
。Ｆ
Ｆ
Ｒ
が
０.

８
以
下
に
な
る
と
、
虚
血
が
あ
る
と
判
断
し
、

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
や
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

術
の
適
応
を
考
慮
し
ま
す
。

　

今
回
、
当
院
で
は
T
h
e 

C
a
t
h
W
o
r
k
s 

F
F
R
a
n
g
i
o
® 

S
y
s
t
e
m(

F
F
R‐

a
n
g
i
o
装
置,
C
a
t
h
W
o
r
k
s
社
製
）

を
導
入
し
、
福
井
県
で
初
め
て
臨
床
の
場
で
使

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
装
置
は
、
一
般
的

に
行
わ
れ
て
い
る
冠
動
脈
血
管
造
影
の
画
像
か

ら
、Ａ
Ｉ
と
高
度
な
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
組
み
合
わ

せ
で
解
析
を
行
い
、Ｆ
Ｆ
Ｒ
を
測
定
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
従
来
の
Ｆ
Ｆ
Ｒ
測
定
時
に
行
わ

れ
て
い
た
冠
動
脈
内
へ
の
ワ
イ
ヤ
ー
の
挿
入
や

薬
剤
の
使
用
な
ど
患
者
さ
ん
の
負
担
に
な
る
検

査
の
追
加
の
必
要
性
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
冠

動
脈
造
影
検
査
の
み
で
、
冠
動
脈
の
狭
窄
と
虚

血
の
有
無
を
同
時
に
評
価
で
き
る
た
め
、
よ
り

安
全
で
迅
速
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
治
療
方

針
の
決
定
が
可
能
で
す
。
今
後
の
臨
床
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
令
和
６
年
10
月
15

日
（
火
）
よ
り
、
全
面
的
に
院
外

処
方
に
移
行
し
ま
し
た
。
お
薬

を
院
外
の
保
険
薬
局
で
受
け
取

る
際
に
は
、
下
記
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
院
外
処
方
せ
ん
の
有
効
期
限

　

は
処
方
日
を
含
め
て
４
日
間

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を

　

含
む
）

②
院
外
処
方
せ
ん
の
有
効
期
限

　

切
れ
や
紛
失
し
た
場
合
の
再
発

　

行
の
費
用
は
全
額
自
己
負
担

③
院
外
処
方
せ
ん
は
、
な
る
べ

　

く
平
日
の
日
中
の
間
に
保
険

　

薬
局
へ

　

本
館
正
面
玄
関
横
に
院
外
処

方
せ
ん
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。
診
察
終
了
後
に
病
院

内
か
ら
希
望
の
保
険
薬
局
へ
院

外
処
方
せ
ん
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
す

る
こ
と
で
、
薬
の
受
け
取
り
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。Ｆ
Ａ
Ｘ

の
操
作
に
つ
い
て
、
補
助
員
が

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

循環器内科部長

坪川 明義

処方せん
発行
1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

期限切れ
使えません有効期限：4日以内

金曜日 土曜日 日曜日 月曜日
（祝日） 火曜日

　

当
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応

が
可
能
な
体
制
を
整
え
て
お
り
、

利
用
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
ご

自
宅
や
地
域
で
の
療
養
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
日
々
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人

Ｊ
Ｋ
Ａ
の
補
助
を
受
け
、
訪
問

看
護
車
両
一
台
を
新
た
に
整
備

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域

の
皆
さ
ま
へ
の
訪
問
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
、
よ
り
円
滑
に
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
お
一
人
お
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
、
質
の
高
い

看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

訪
問
看
護
車
両
を
整
備
し
ま
し
た

（
公
益
財
団
法
人
J
K
A 

競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー
ス
の
補
助
事
業
）

院
外
処
方
せ
ん
の
有
効
期
限
切
れ
、紛
失
に
ご
注
意
を

■
F
F
R-

a
n
g
i
o
装
置

※土曜日、日曜日、祝日がお休みの保険薬局が多いのでご注意ください

介
紹
の
器
機
療
医
入
導
規
新

冠動脈造影の画像からFFRを迅速に測定
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